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匡方君文法強国地図』第133図と167図をもとに作図
?
図8　「降れば」と「書くなら」の回答が同一形式の地点
高知県，および，岐呼子と長野県の県境地域に見られ，133図「書くなら」に多く現れる形式で
は，「ナラ」が九州北西部に，「ゴッタラ」が秋田県・山形県に，「未然形＋バ」（一aba類）が長
野県秋山郷，八丈島，奄美大島に見られることがわかる。これらは，「ギー」ほどの用法の広が
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りは持たず，他の区別のある形式と併驚されているケースも多いが，例えば，「仮定形＋バ」の
融合形が「なら」の意味領域を担っていると兇られる方言については，従属節内のテンスの分化
がどのようになっているか等，興味のあるところである。
　二つめは，同一方器内での順接仮定条件を担う形式の種類についてである。全国方奮を見渡す
と，津軽方言，佐賀方言を含め，順接仮定条件表現を担う形式の数も意味用法の区別も，共通語
と比べると少ない方言がE立ち，多い方言は稀であることに気づく12。条件表現形式が，前件と
後件の論理的関係を担う文法要素であることを考え合わせると，このような表現は，書きことば
を背景に持つ中央方言および共通語において分化発達する必要があり，專ら話しことばである方
言では，未分化未発達，または整理統合に向かった，という見方ができるだろうか。別の表現分
野での状況を踏まえながら考えてみたい。
7．方雷の文法体系の多様性の記述に向けて
　方言の条件表現については，共時的に（1）形式のバリエーションと分布の把握，（2）特定の
形式の意味用法の記述，（3）特定の方言の体系の記述，を行うとともに，その上に立って各地方
言の形式と体系を比較対照し（対照研究・類型論的研究）変化を跡づける（言語変化研究），と
いう課題がある。そのためには，現代語研究，歴史的研究，そして方言の記述研究の成果を生か
して，条件表現の体系を描き出すのに必要な観点を網羅した調査文を作成し，調査を行う必要が
ある13。
　『方言文法全国地図』には，文法体系の多様性をうかがわせる例が豊富に見出せる。アスペク
トや可能表現，一部の格表現のように，記述の枠組みがはっきりしており，諸方雷の調査も進ん
で，研究が進展している分野がある一方，条件表現のように，ある程度の見通しが得られている
という段階の分野，問投助詞のように，枠組みの設定の可否自体をこれから検：討する必要のあ
る分野など，研究の進み具合は様々である。現代語文法研究や日本語史研究と連携しながら，方
言文法の対照的・類型論的研究を進めていくことは，今後の方言研究の一一つの課題であると考え
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　『方言文法全国地図過の概要は以下のとおり。1989～2006年刊行。全6集。350面の地図と解
　説書からなる。調査は，1979～1982年に，全国807地点で，臨地面接調査により実施。話者
　は，原則として，大正末年以前の生まれの生え抜きの男性，各地点1名ずつ。質問法は，共通
　語による調査文を提示しs「土地のことば」で何というかを回答してもらう，共通語翻訳式。
　この調査の回答と地図化に関するデータはすべてHP上（http：／／www2．kokken．gojp／hogen／
　dp／dp＿index．html）で公開されている（本稿の略図は，このHP上で公開されているデータと
　プログラムを利用して作成したものである）。なお，「特集：地図に見る方雷文法」（『月刊言
　言灘35－12，2006，12），紡言文法全国地図をめぐって遡（『日本語学』26－11，2007．9）には，こ
　の地図集の背景と性格に関する論考と，様々な角度からのケーススタディが収載されている。
2　以下の概観に際しては，睡高（2003）の記述を参考にした。
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3　ここでいう「周圏的分布」は分痛パターンのことを指しており，必ずしも，中央が新しい形式
　で周辺部が古い形式を残す，という周圏論的解釈が全面的に成り立つということを意味しな
　い。確かに，例えば，近畿方讐でその周辺地域に比して「タラ」が広い用法で用いられること
　　などは，近世末から近代にかけてこの地域で進行した「タラ」への一本化という変化（金澤
　1998；矢島2006等）を直接反映したものと見られる。また，以下で触れる事実的用法の「たら」
　の由来や，虫として「ならj仮定条件文に現れる「必然形＋ば」も，方言に過豪の中央語の姿
　が残存していると考えるのが順当であろう。このように少なくとも個別には，中央語史の反映
　　と推測される面は多々あるが，今は分布の指摘にとどめ，体系を視野に入れた歴史的解釈は今
　後に譲ることとしたい。なお，彦坂（2007：324）は，本稿と重なる5枚の地図の分布を観察し
　　て，「詳細は今後のこと」としながら，大局的に「国語史の仮定条件の歴史にかなりよく対応
　　している」とまとめている。
41998年3月に筆者が行った臨地調査の際に得た回答：。
5　この理由は今のところ不明だが，矢島（2004）によると，近世中期以降の上方語における，「未
　然形＋ば」の衰退過程でも，同様の段階があったことが示されており，注目される。
6データは，1998年11月に筆者が行った臨地質問調査の結果による。話者は1930年代生まれ
　　の生え抜きの男女6名。別に，談話の録音文字化資料の調査によっても，同様の傾向が見られ
　　ることがわかっている（三井1999）。なお，地名は調査時のもの。
7　ここで，表2で「タラ」が広い用法で用いられていることがうかがわれた，近畿から難国にか
　　けての方塞について，調査法の観点から触れておく。共通語の「たら」には，「ば」のような
　　明らかな語用論的・文法的制限がない。そのため，同じく広い罵法で用いられるとは言って
　　も，津軽方言の「バ」と違って，この方言の「タラ」については，共通語では「たら」が使え
　　ない文で「タラ」が使える，といった形での違いは見出しにくい。この場合，共通語と当該方
　　言の問の違いは，文法的適格性の判断という形ではなく，量的な傾向の違いとして把握するこ
　　とが膚効である。真田（1989：41－43）は，多人数へのアンケート調査という方法で，中井（2008：
　　142－168）は，大量の会話録音資料から収集した用例の分類・分析という方法で，量的な傾向
　　として，この地域の方書における，他形式に対する「タラ」の優勢ぶりを，はっきりと捉えて
　　いる。
8　データは，虚言文法全国地図』における佐賀県内6地点（伊万里市土井町，鹿島市古枝字下
　　古謡，多久市西多久町板屋t佐賀市鍋島町蛎久，神式郡三瀬村大字藤原掌井手野，東松浦郡呼
　　子町大字呼子字西中町1地名は調査蒋，以下同じ）の回答を中心とし，後述の紡轡文法全国
　　地図』準備調査，『全国方言談話データベー刈所収の談話を援用した。H本放送協会編（1966）
　　の談話や，神部（1992），藤田（2003）等の記述も参照した。ただし臨地調査は未実施であり，
　　今後，以下の内容を見通しとして，実地に精査する必要があると考えている。
9「ギー」と「ナイバ」の使い分けが問題となる場合もあるが，今は考察が及ばない。有田・江
　　口（2009）は，「調査の途中経過」としながら，従属節内のテンスの働きを中心に「ギー」と「ナ
　　イバ」の異同について考察しており，若年層における両形式の使用実態としても参考になる。
　　なお，「壷皿」には，「ギニャー」「ギニャワ」「ギナイ」「ギット」「ギンタ」「ギタウ」など多
　　くの変異形があるが，ここで述べる範囲のことについては明らかな違いが見出されないので，
　　以下ではすべてまとめて「ギー」として扱う。また，「ナイバjには「ナイ」という変異形がある。
10　同地点では，筋違項目を通じて「ギー」のみが回答され，「ナイバ」は回答されなかった。た
　　だし，170図「行ったら」（図5）の園答は，「イタイバ」であったので，「ギー」の事実心用
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　　法の例（⑲）としては，後掲の準備調査の回答を示した。なお，準備調査のこの地点では，「ギ
　　一」が「なら」の意味領域でも使われることは同様だが，項厨によっては「ナイバ」も罎答さ
　　れている。
11例文⑳とともに，小西いずみ氏の御教示による。
12　八丈方言や琉球諸方讐では，アスペクト，モダリティといった他の文法カテゴリーの関与があ
　　りt多様な形式が存在するようである（伊豆山2001；金田2001等）。
13そのための調査票は三井（2002a）で作成したことがあり，本稿の津軽方言の調査はこの講査票
　　によって行った。しかし，特に「なら」仮定条件文を担う形式に関する調査文が手薄であるな
　　どの問題点もあり，個別方器の記述を進めながら補充を行っていく必要性を感じている。
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